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「 備陽史探訪の会」発足以来、初め ての所年を迎えて、今年度第 1回の例会が

神 谷宅で、 1月 15日 に開かれなした。

昨年は本会の発足を実現 さし、会 として、 どの ような活動をし、 どのように

会を発展させてい くか、手 さぐりの 1年間でした。その 1年間の活動 を通して、

会員の一人一人の気持 ちの中に、会のあ り方の理想や、今後の会の進 むべき方

向が描 かれていつたと思います。

今回の例会 では、そのぉ互いの思いを出しあつて 1981年 度 の会の具体的

な活動内容 を決定 してい く事に なつていました。

約 2時 間の討議での内容 を次に■ とめてみました。 この決め られた内容に従

つて、今年 1年 間、会員が活動を展開し、会の発 展に努力 していつてもらいた

いと思います。              ,

1.年  間 目 標

①会の充実をはかろう

④他の歴異研究グループとの連携をはかる。たち4ち 神辺郷土史会と連絡を

とり、その活動内容から学んでいこう。

○会 員各 自が 自分の研究 テーマを持 ち (共 lclで もよい )、 年贋末には、その

研究内容 を持 ち寄つて、冊子 を作るなどして発表の場 を持 ち、 互に研究

を深 め て い こ う。

O会 員を増やそ う。

昨年度は発足当時からのメンパーに種本 実氏の参加を見たが、今年度は

もう少しPRを 盛ん 1/C行 なつて、会員を増やす事に努力する。

会員を増やすためには、会の充実が先決である事は言うまでもない事であ

る。

O郷土の、たちなちは福吐1市 の市民の、歴史に対する意識の向上に努力する。

具体的には、市内の重要な歴史的遺構物への立て看板等の 1/F製 や、博物館

誘致運動への参加等が考え られる。

2.具 体 的 な活 動 内 容

①例会の運営

谷



毎月弟 2週 目の日曜 日に ,1会 を実施する事に定める。会員の都合によつては

第 ろ週の 日曜 日に移行する事 もある。

尚、 夕1会 の運営 については、 7月 まで、次の順番で責任を持 つて夕1会 の3

営にあたる。

5月  神 谷 ・ 4月  田口 。 5月  河村  ・ 6月  種本  。

7月  吉田

②研修旅行の実行

今年度 中に、歴史 の研修 を深め、会 員相互の親睦 を深め る事 を目的として、     =
一泊旅行 を行 う。 日時・場所等の具 体的 な内容については、会員の希望を最

も重視する。 尚、会費については、 毎月71会時に、会計の方に 2,000円 づ

つ積み立ててい く事にする。

⑥会誌「 鮨陽史探訪」の発行

毎月 1回、会誌の発行を行 う。 当分の間は タイプ印刷を、猪 原氏の手 をわず

らわせて行 う。原稿の内容は前月の例会の責任者の、夕1会 の実施内容 と感想

を中心 とする。

1月 の例会での話し合いは以上の様な内容でした。

最後 1/C、 福 山を中心 とした地域の文化財の現状の把握 とその保護のために、会

員が連絡 を密に して、頑張つてい く事 を確認して、解散 しま した。

オS 山 城  探 訪

吉  田  和  隆

吉田町は、山陽 と山陰 を結ぶ交通路の、ほぼ中間に位置する、山間の狭ぃ盆

地 1/Cあ る。郡山城は、町 の北の山上に在 り、本丸以下の主要な郭 を中′心に、多    '
数 の郭が、放射状に拡がる、規模の大 きな城である。

本丸は、輝元の時三層の天守 を置いたと伝え られる。 しかし 10%四 方程の

狭い矩形の小郭であり、近世城郭の本丸のイメー ジか らは遠い。天守に幾つか

の矢倉 と、多間を連結 させた。天守閣 として在つたのだろ う。

本丸の北面 と画面は急 ながけであり、東はニ ノ丸、南は三 ノ丸 を見降ろす。

この 2つの郭は、整形 された形状、充分な広 さ、整つた石垣 を持 ち、近世 の城

の特徴 を備えている。 とは 言え、石垣は江戸時代に破却され、今は草木生い茂
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